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【韓国

先週の動き／今週の展望

総合指数は週間で

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、

月半ぶりの高値を付けた。北朝鮮の新たな挑発行為が見られな

いことも相場上昇を支えた。

決算速報の発表が始まり、業績改善への期待からハイテク企業

などが買われ、連日で過去最高値を更新。ただ

米株安が重しになったほか、新たな手掛かり材料に欠ける

主力ハイテク株に利益確定売りが出て、小幅

終えている。今週は

指標発表を控えた様子見気分が重しになるか

 

【ロシア】

先週の動き／今週の展望

RTS 指数は週間で

週高値を上回った。

年を 1.6％（前回：

週末の原油価格急落の要因であった米国での熱帯低気圧の被

害が、懸念されたほどではなかった

OPEC が 2018

した 9 月の原油輸入量が

景にブレント原油は

RTS 指数も連れ高し、

週の高値で取引を終えた。今週は利益確定売り優勢か。

 

【ベトナム】

先週の動き／今週の展望

VN 指数は

ずれも好調だった。

指数は週明けからプラス圏で推移。前週から

6 週連続で 2008

金融監督委員会（

投資が 1－9 月期に前年同期比

したと発表したことも支援材料。

金融政策として

指数は 13 日に前日比

週の取引を終

 

新興国ウ

韓国】 総合指数は

先週の動き／今週の展望

総合指数は週間で 3.3％

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、

高値を付けた。北朝鮮の新たな挑発行為が見られな

いことも相場上昇を支えた。

決算速報の発表が始まり、業績改善への期待からハイテク企業

などが買われ、連日で過去最高値を更新。ただ

米株安が重しになったほか、新たな手掛かり材料に欠ける

主力ハイテク株に利益確定売りが出て、小幅

。今週は高値警戒感に加え、中国の

指標発表を控えた様子見気分が重しになるか

【ロシア】 

先週の動き／今週の展望

指数は週間で 2.0％高と反発。前週末に急落した原油価格が上昇に転じる

週高値を上回った。IMF が

％（前回：1.4％）に

週末の原油価格急落の要因であった米国での熱帯低気圧の被

、懸念されたほどではなかった

2018 年需要見通しを引き上げたことや、中国が発表

月の原油輸入量が過去

ブレント原油は 13 日に

指数も連れ高し、13 日は前日比

週の高値で取引を終えた。今週は利益確定売り優勢か。

【ベトナム】

先週の動き／今週の展望

指数は週間で 1.6％高と続伸。前週に反発した

ずれも好調だった。HSBC

指数は週明けからプラス圏で推移。前週から

2008 年 2 月以来の

金融監督委員会（NFSC）が、海外からベトナム証券市場への

月期に前年同期比

と発表したことも支援材料。

金融政策として商業銀行に金利引き下げを求めると報じられ、

日に前日比 0.6％高の

週の取引を終えた。今週は高値警戒もあるが、堅調持続か。

興国ウィークリーレポート

総合指数は

先週の動き／今週の展望 

％高と 4 週続伸。

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、

高値を付けた。北朝鮮の新たな挑発行為が見られな

いことも相場上昇を支えた。11－12 日は

決算速報の発表が始まり、業績改善への期待からハイテク企業

などが買われ、連日で過去最高値を更新。ただ

米株安が重しになったほか、新たな手掛かり材料に欠ける

主力ハイテク株に利益確定売りが出て、小幅

高値警戒感に加え、中国の

指標発表を控えた様子見気分が重しになるか

 RTS 指数は

先週の動き／今週の展望 

％高と反発。前週末に急落した原油価格が上昇に転じる

が 10 日に発表した世界経済見通しで、ロシアの

％）に上方修正した

週末の原油価格急落の要因であった米国での熱帯低気圧の被

、懸念されたほどではなかった点も好感された

年需要見通しを引き上げたことや、中国が発表

過去 2 番目の高水準となったことを

日に 57.57 ドルまで上昇。これを受け

日は前日比 1.1

週の高値で取引を終えた。今週は利益確定売り優勢か。

【ベトナム】 VN 指数は

先週の動き／今週の展望 

％高と続伸。前週に反発した

HSBC がベトナムの通期

指数は週明けからプラス圏で推移。前週から

月以来の高値を更新した。ベトナム国家

）が、海外からベトナム証券市場への

月期に前年同期比 80％増の

と発表したことも支援材料。12 日は中

商業銀行に金利引き下げを求めると報じられ、

％高の 820.95

。今週は高値警戒もあるが、堅調持続か。

ークリーレポート

総合指数は週間で 3.3%

週続伸。9 月末から続いた大型連休が明け、

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、

高値を付けた。北朝鮮の新たな挑発行為が見られな

日は上場企業の

決算速報の発表が始まり、業績改善への期待からハイテク企業

などが買われ、連日で過去最高値を更新。ただ、13 日は前日の

米株安が重しになったほか、新たな手掛かり材料に欠ける

主力ハイテク株に利益確定売りが出て、小幅に反落して

高値警戒感に加え、中国の GDP

指標発表を控えた様子見気分が重しになるか。 

指数は週間で

％高と反発。前週末に急落した原油価格が上昇に転じる

日に発表した世界経済見通しで、ロシアの

上方修正したことも支援材料。前

週末の原油価格急落の要因であった米国での熱帯低気圧の被

点も好感された。週後半は、

年需要見通しを引き上げたことや、中国が発表

番目の高水準となったことを

ドルまで上昇。これを受け

1.1％高の 1156.64

週の高値で取引を終えた。今週は利益確定売り優勢か。

指数は週間で

％高と続伸。前週に反発した流れを引き継ぎ、

がベトナムの通期 GDP 成長率見通しを

指数は週明けからプラス圏で推移。前週から 6 営業日続伸し、

高値を更新した。ベトナム国家

）が、海外からベトナム証券市場への

増の 14 億 5000 万ドルに達

日は中央銀行が年末までの

商業銀行に金利引き下げを求めると報じられ、

820.95 ポイントの高値引けで

。今週は高値警戒もあるが、堅調持続か。

ークリーレポート

3.3%高と 4 週続伸

月末から続いた大型連休が明け、

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、

高値を付けた。北朝鮮の新たな挑発行為が見られな

上場企業の 7－9 月期

決算速報の発表が始まり、業績改善への期待からハイテク企業

日は前日の

米株安が重しになったほか、新たな手掛かり材料に欠ける中、

に反落して取引を

GDP など経済

週間で 2.0％高と反発、今週は利益確定売り優勢か

％高と反発。前週末に急落した原油価格が上昇に転じる

日に発表した世界経済見通しで、ロシアの

ことも支援材料。前

週末の原油価格急落の要因であった米国での熱帯低気圧の被

。週後半は、

年需要見通しを引き上げたことや、中国が発表

番目の高水準となったことを背

ドルまで上昇。これを受け

1156.64 ドルと

週の高値で取引を終えた。今週は利益確定売り優勢か。 

週間で 1.6％高と続伸

％高と続伸。前週に反発した流れを引き継ぎ、

成長率見通しを

営業日続伸し、

高値を更新した。ベトナム国家

）が、海外からベトナム証券市場への

万ドルに達

央銀行が年末までの

商業銀行に金利引き下げを求めると報じられ、

ポイントの高値引けで

。今週は高値警戒もあるが、堅調持続か。 

ークリーレポート 
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週続伸、今週

月末から続いた大型連休が明け、先

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、

％高と反発、今週は利益確定売り優勢か

％高と反発。前週末に急落した原油価格が上昇に転じる

日に発表した世界経済見通しで、ロシアの今年の予想成長率を

％高と続伸、今週は高値警戒の中で

流れを引き継ぎ、堅調な推移が続いた

成長率見通しを 6.0％から 6.6

 ▼指数チャート 

 ▼指数チャート 

 ▼指数チャート 
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今週は高値警戒感が重

先週に入って指数は上昇が加速した。

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、

％高と反発、今週は利益確定売り優勢か

％高と反発。前週末に急落した原油価格が上昇に転じる中、じり高

今年の予想成長率を

、今週は高値警戒の中で

な推移が続いた。経済見通しや経済統計がい

6.6％に引き上げたことなどを好感し、
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高値警戒感が重しか

週に入って指数は上昇が加速した。

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、

％高と反発、今週は利益確定売り優勢か

じり高の展開が続き、

今年の予想成長率を 1.8％（前回：

、今週は高値警戒の中で堅調持続か

。経済見通しや経済統計がい

％に引き上げたことなどを好感し、
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しか 

週に入って指数は上昇が加速した。10

日は連休中の米国やアジア市場が総じて堅調に推移したことを受け、出遅れ感を意識した買いが幅広い銘柄に入り、2 カ

％高と反発、今週は利益確定売り優勢か 

の展開が続き、週後半に先

％（前回：1.4％）、来

堅調持続か
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【先週の動き／今週の展望】

高、今週は

ジャカルタ総合指数は週間で

除き、おおむね堅調に推移した。週初の

高が前年同月比

ス圏に回復したことが好感されて指数は続伸。

値下がりして終値ベースで約

り込んだが、

16

ほか、

予定。中銀は前月まで

今後の追加利下げについては消極的な見方を示している。

【先週の動き／今

実施の発表を好感

SET

への期待が指数を押し上げた。

の航空当局に対して

制限対象となっていた一部の事業が再開される見通しとなっ

たことを受けて航空関連株が値上がりしたものの指数は

日ぶりに反落。一方で

月に総選挙を実施すると発表したことが好感されて反発し、終

値で

日まで終始この水準を維持して取引を終了。今週は国内の重要

イベントが少ない中、前週の勢いが継続するかが焦点になる。

 ▼指数チャート

 ▼指数チャート
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【インドネシア】
【先週の動き／今週の展望】

高、今週は 9 月の貿易統計が焦点

ジャカルタ総合指数は週間で

除き、おおむね堅調に推移した。週初の

高が前年同月比

ス圏に回復したことが好感されて指数は続伸。

値下がりして終値ベースで約

り込んだが、12 日は金融株の一角が買われて反発した。今週は

16 日発表の 9 月の貿易統計に対する市場の反応が焦点になる

ほか、19 日には中央銀行が定例の金融政策決定会合を開催する

予定。中銀は前月まで

今後の追加利下げについては消極的な見方を示している。

【タイ】

【先週の動き／今

実施の発表を好感

SET 指数は 4

への期待が指数を押し上げた。

の航空当局に対して

制限対象となっていた一部の事業が再開される見通しとなっ

たことを受けて航空関連株が値上がりしたものの指数は

日ぶりに反落。一方で

月に総選挙を実施すると発表したことが好感されて反発し、終

値で 23 年 9 カ月ぶりに

日まで終始この水準を維持して取引を終了。今週は国内の重要

イベントが少ない中、前週の勢いが継続するかが焦点になる。

▼指数チャート 

▼指数チャート 
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【インドネシア】
【先週の動き／今週の展望】

月の貿易統計が焦点

ジャカルタ総合指数は週間で

除き、おおむね堅調に推移した。週初の

高が前年同月比 2.2％増と、マイナス成長だった前月からプラ

ス圏に回復したことが好感されて指数は続伸。

値下がりして終値ベースで約

日は金融株の一角が買われて反発した。今週は

月の貿易統計に対する市場の反応が焦点になる

日には中央銀行が定例の金融政策決定会合を開催する

予定。中銀は前月まで 2 会合連続で

今後の追加利下げについては消極的な見方を示している。

【タイ】 

【先週の動き／今週の展望】

実施の発表を好感 

4 日間の取引で

への期待が指数を押し上げた。

の航空当局に対して 15年に指摘していた安全問題が解消され、

制限対象となっていた一部の事業が再開される見通しとなっ

たことを受けて航空関連株が値上がりしたものの指数は

日ぶりに反落。一方で 10 日はプラユット暫定首相が

月に総選挙を実施すると発表したことが好感されて反発し、終

カ月ぶりに 1700

日まで終始この水準を維持して取引を終了。今週は国内の重要

イベントが少ない中、前週の勢いが継続するかが焦点になる。
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【インドネシア】 
【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は

月の貿易統計が焦点 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.3％高と続伸。週央の下落を

除き、おおむね堅調に推移した。週初の 9 日は

％増と、マイナス成長だった前月からプラ

ス圏に回復したことが好感されて指数は続伸。

値下がりして終値ベースで約 2 週間ぶりに

日は金融株の一角が買われて反発した。今週は

月の貿易統計に対する市場の反応が焦点になる

日には中央銀行が定例の金融政策決定会合を開催する

会合連続で利下げに踏み切ったものの

今後の追加利下げについては消極的な見方を示している。

週の展望】SET 指数は

で 1.0％高と 3 週続伸。総選挙実施

への期待が指数を押し上げた。9 日は国際民間航空機関がタイ

年に指摘していた安全問題が解消され、

制限対象となっていた一部の事業が再開される見通しとなっ

たことを受けて航空関連株が値上がりしたものの指数は

日はプラユット暫定首相が

月に総選挙を実施すると発表したことが好感されて反発し、終

1700 ポイントに達した。その後は

日まで終始この水準を維持して取引を終了。今週は国内の重要

イベントが少ない中、前週の勢いが継続するかが焦点になる。

9/139/4

2017/10/13)]

9/139/4

2017/10/13)]

ジャカルタ総合指数は

％高と続伸。週央の下落を

日は 8 月の小売売上

％増と、マイナス成長だった前月からプラ

ス圏に回復したことが好感されて指数は続伸。11 日は通信株が

週間ぶりに 5900 ポイントを割

日は金融株の一角が買われて反発した。今週は
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